
(57)【要約】

【課題】　通電により発熱するセラミック発熱体をスリ

ーブに収納し、このスリーブをハウジングに圧入固定し

てなるグロープラグにおいて、スリーブをハウジングに

圧入したときの圧入荷重が、発熱体とスリーブとの電気

的な接合部へ加わるのを防止する。

【解決手段】　通電により発熱するセラミック発熱体３

０をスリーブ２０に収納保持し、このスリーブ２０をハ

ウジング１０に圧入固定してなり、発熱体３０から露出

するリード線３４がスリーブ２０の内面と電気的に接合

されて接合部２３を構成しているグロープラグＧ１にお

いて、スリーブ２０が圧入により固定されている圧入部

２３と接合部３６とは、ハウジング１０の軸方向に沿っ

て互いにずれた位置関係にあり、接合部３６の外周に位

置するスリーブ２０の外面とハウジング１０の内面とは

、互いに隙間を有した形状となっている。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筒 状 の ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） と 、
　 一 端 （ ２ １ ） 側 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 一 端 （ １ １ ） か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端 （ ２
２ ） 側 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ た 筒 状 の ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と 、
　 一 端 （ ３ １ ） 側 が 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） か ら 突 出 す る と と も に 他 端 （ ３
２ ） 側 が 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 挿 入 さ れ た 状 態 で 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 保 持 さ れ 、 通
電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 製 棒 状 の 発 熱 体 （ ３ ０ ） と を 備 え 、
　 前 記 発 熱 体 （ ３ ０ ） は 、 導 電 性 を 有 す る 発 熱 部 （ ３ ３ ） が 、 絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶 縁
体 （ ３ ５ ） に 埋 設 さ れ る と と も に 、 前 記 発 熱 部 （ ３ ３ ） と 導 通 す る リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端
部 が 、 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） 内 に て 前 記 絶 縁 体 （ ３ ５ ） の 外 周 に 露 出 し た も の で あ り 、
　 前 記 リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端 部 と 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 内 面 と が 電 気 的 に 接 合 さ れ た 接
合 部 （ ３ ６ ） を 構 成 し て な る グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、
　 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 前 記 接 合 部 （ ３ ６
） と は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る こ と を 特
徴 と す る グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ２ 】
筒 状 の ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） と 、
　 一 端 （ ２ １ ） 側 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 一 端 （ １ １ ） か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端 （ ２
２ ） 側 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ た 筒 状 の ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と 、
　 一 端 （ ３ １ ） 側 が 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） か ら 突 出 す る と と も に 他 端 （ ３
２ ） 側 が 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 挿 入 さ れ た 状 態 で 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 保 持 さ れ 、 通
電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 製 棒 状 の 発 熱 体 （ ３ ０ ） と を 備 え 、
　 前 記 発 熱 体 （ ３ ０ ） は 、 導 電 性 を 有 す る 発 熱 部 （ ３ ３ ） が 、 絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶 縁
体 （ ３ ５ ） に 埋 設 さ れ る と と も に 、 前 記 発 熱 部 （ ３ ３ ） と 導 通 す る リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端
部 が 、 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） 内 に て 前 記 絶 縁 体 （ ３ ５ ） の 外 周 に 露 出 し た も の で あ り 、
　 前 記 リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端 部 と 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 内 面 と が 電 気 的 に 接 合 さ れ た 接
合 部 （ ３ ６ ） を 構 成 し て な る グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、
　 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 前 記 接 合 部 （ ３ ６
） と は 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ り 、
　 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 と 前 記 ハ ウ ジ ン グ （
１ ０ ） の 内 面 と は 、 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー プ ラ グ
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 に 対 向 す る 前 記 ハ ウ ジ
ン グ （ １ ０ ） の 内 面 は 、 前 記 圧 入 部 （ ２ ３ ） に 位 置 す る ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 内 面 よ り も
径 方 向 の 外 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 は 、 前 記 圧 入 部 （ ２ ３
） に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 よ り も 径 方 向 の 内 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状
と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 は 、 前 記 圧 入 部 （ ２ ３
） に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 よ り も 径 の 小 さ い 小 径 部 と な っ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） は 、 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 他 端 （ ２ ２ ） に 位 置 し て お り 、
　 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 他 端 （ ２ ２ ） の 外 面 は 、
前 記 小 径 部 と し て 、 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） 側 か ら 他 端 （ ２ ３ ） へ 向 か っ て
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縮 径 す る テ ー パ 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） と で は 、 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 方 が 前 記 ハ ウ ジ
ン グ （ １ ０ ） の 一 端 （ １ １ ） 側 へ ず れ た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の
い ず れ か １ つ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） と で は 、 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） の 方 が 前 記 ハ ウ ジ
ン グ （ １ ０ ） の 他 端 （ １ ２ ） 側 へ ず れ た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の
い ず れ か １ つ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る 前 記 圧 入 部 （ ２ ３
） と 前 記 接 合 部 （ ３ ６ ） と の 距 離 が 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な
い し ８ の い ず れ か １ つ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ を 製 造 す る 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 発 熱 体 （ ３ ０ ） を 保 持 す る 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を 前 記 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入
す る と き に 、 前 記 発 熱 体 （ ３ ０ ） の う ち 前 記 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） か ら 突 出 す
る 部 分 に は 、 治 具 （ Ｋ １ ） を 接 触 さ せ な い こ と に よ り 、 当 該 突 出 す る 部 分 に 荷 重 が 印 加 さ
れ な い よ う に す る こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー プ ラ グ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 を ス リ ー ブ に 収 納 保 持 し 、 こ の ス リ ー
ブ を ハ ウ ジ ン グ に 圧 入 固 定 し て な る グ ロ ー プ ラ グ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 通 電 に よ り 発 熱 す る 棒 状 の セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 を 筒 状 の ス リ ー ブ に 収 納 し 、 こ
の ス リ ー ブ を 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ に 圧 入 固 定 し て な る グ ロ ー プ ラ グ が 提 案 さ れ て い る （ た と
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ５ は 、 こ の よ う な グ ロ ー プ ラ グ に お け る 要 部 の 一 般 的 な 縦 断 面 構 成 を 示 す 概 略 断 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の グ ロ ー プ ラ グ は 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ １ ０ を 有 し て お り 、 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ に は 、
筒 状 の ス リ ー ブ ２ ０ が 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 そ の 一 端 ２
１ 側 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ か ら 突 出 さ せ た 状 態 で 他 端 ２ ２ 側 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧
入 す る こ と に よ り 圧 入 部 ２ ３ が 形 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 固 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 製 棒 状 の 発 熱 体 ３ ０ は 、 そ の 一 端 ３ １ 側 を ス リ
ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 さ せ る と と も に 他 端 ３ ２ 側 を ス リ ー ブ ２ ０ に 挿 入 し た 状 態 で
、 ス リ ー ブ ２ ０ に 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 熱 体 ３ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る た と え ば 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 発 熱 部 ３ ３ が 、 絶 縁
性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶 縁 体 ３ ５ に 埋 設 さ れ て な る も の で あ る 。 そ れ と と も に 、 発 熱 部 ３ ３ と
導 通 す る リ ー ド 部 ３ ４ の 端 部 が 、 絶 縁 体 ３ ５ の う ち ス リ ー ブ ２ ０ 内 に 位 置 す る 部 位 の 外 周
に 露 出 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 絶 縁 体 ３ ５ の 外 周 に 露 出 し て い る リ ー ド 部 ３ ４ の 端 部 と ス リ ー ブ ２ ０ の 内
面 と が ロ ウ 付 け 等 に よ り 電 気 的 に 接 合 さ れ て お り 、 接 合 部 ３ ６ を 構 成 し て い る 。 つ ま り 、
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こ の 接 合 部 ３ ６ は 、 発 熱 体 ３ ０ と ス リ ー ブ ２ ０ と の 電 気 的 接 合 を 行 う 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な グ ロ ー プ ラ グ は 、 棒 状 の 発 熱 体 ３ ０ を 、 上 記 の 状 態 と な る よ う に ス リ ー ブ ２
０ に 挿 入 し て 保 持 し た 後 、 こ の 発 熱 体 ３ ０ が 保 持 さ れ た ス リ ー ブ ２ ０ を 、 上 記 の 状 態 と な
る よ う に 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 す る こ と に よ っ て 固 定 す る こ と に よ り 、 製 造 す る こ
と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ３ － １ ３ ４ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 し た 従 来 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て は 、 セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 ３ ０ に お け る 接
合 部 ３ ６ に は 、 リ ー ド 部 ３ ４ と し て 、 金 属 線 、 ま た は 絶 縁 体 ３ ５ と は 異 種 の セ ラ ミ ッ ク 材
が 埋 設 さ れ て い る た め 、 非 常 に 脆 く な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ し て 、 従 来 で は 、 発 熱 体 ３ ０ が 保 持 さ れ た ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 固 定
し た 際 に 、 こ の 接 合 部 ３ ６ が 圧 入 部 ２ ３ と な っ て 圧 入 荷 重 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 発 熱 体 ３ ０ に お け る 脆 い 接 合 部 ３ ６ に 対 す る 圧 入 荷 重 の 印 加 は 、 当 該 接 合 部
３ ６ に マ イ ク ロ ク ラ ッ ク を 発 生 さ せ る 要 因 と な り 、 リ ー ド 部 ３ ４ と ス リ ー ブ ２ ０ と の 導 通
不 良 を 生 じ た り 、 発 熱 部 ３ ３ へ の 通 電 の 繰 り 返 し に お い て 信 頼 性 の 低 下 を 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ち な み に 、 ス リ ー ブ ２ ０ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ と を 圧 入 固 定 で は な く ロ ウ 付 け に よ り 固 定 す
る 場 合 も あ る が 、 そ の 場 合 に は 、 上 記 接 合 部 ３ ６ に は 負 荷 が 小 さ く 、 接 合 部 ３ ６ に お け る
発 熱 体 ３ ０ の 割 れ の 懸 念 は 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 を ス リ ー ブ に 収 納 保
持 し 、 こ の ス リ ー ブ を ハ ウ ジ ン グ に 圧 入 固 定 し て な る グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、 ス リ ー ブ を
ハ ウ ジ ン グ に 圧 入 し た と き の 圧 入 荷 重 が 、 発 熱 体 と ス リ ー ブ と の 電 気 的 な 接 合 部 へ 加 わ る
の を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） と 、
一 端 （ ２ １ ） 側 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 一 端 （ １ １ ） か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端 （ ２ ２ ） 側
が ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ た 筒 状 の ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と 、 一 端 （ ３ １ ）
側 が ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） か ら 突 出 す る と と も に 他 端 （ ３ ２ ） 側 が ス リ ー ブ （
２ ０ ） に 挿 入 さ れ た 状 態 で ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 保 持 さ れ 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク
製 棒 状 の 発 熱 体 （ ３ ０ ） と を 備 え 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） は 、 導 電 性 を 有 す る 発 熱 部 （ ３ ３ ） が
、 絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶 縁 体 （ ３ ５ ） に 埋 設 さ れ る と と も に 、 発 熱 部 （ ３ ３ ） と 導 通 す
る リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端 部 が 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） 内 に て 絶 縁 体 （ ３ ５ ） の 外 周 に 露 出 し た
も の で あ り 、 リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端 部 と ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 内 面 と が 電 気 的 に 接 合 さ れ た
接 合 部 （ ３ ６ ） を 構 成 し て な る グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） が 圧 入 に よ り 固
定 さ れ て い る 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ
て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ れ に よ れ ば 、 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に
沿 っ て 互 い に ず れ て い る か ら 、 接 合 部 （ ３ ６ ） は 圧 入 部 （ ２ ３ ） と は な ら ず 、 接 合 部 （ ３
６ ） に 対 し て 圧 入 荷 重 が 加 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 （ ３ ０ ） を ス リ ー ブ （
２ ０ ） に 収 納 保 持 し 、 こ の ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 固 定 し て な る グ
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ロ ー プ ラ グ に お い て 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 し た と き の 圧 入 荷 重
が 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） と ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と の 電 気 的 な 接 合 部 （ ３ ６ ） へ 加 わ る の を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） と 、 一 端 （ ２ １ ） 側 が ハ ウ ジ ン
グ （ １ ０ ） の 一 端 （ １ １ ） か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端 （ ２ ２ ） 側 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧
入 さ れ て 固 定 さ れ た 筒 状 の ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と 、 一 端 （ ３ １ ） 側 が ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一
端 （ ２ １ ） か ら 突 出 す る と と も に 他 端 （ ３ ２ ） 側 が ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 挿 入 さ れ た 状 態 で
ス リ ー ブ （ ２ ０ ） に 保 持 さ れ 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 製 棒 状 の 発 熱 体 （ ３ ０ ） と
を 備 え 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） は 、 導 電 性 を 有 す る 発 熱 部 （ ３ ３ ） が 、 絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶
縁 体 （ ３ ５ ） に 埋 設 さ れ る と と も に 、 発 熱 部 （ ３ ３ ） と 導 通 す る リ ー ド 部 （ ３ ４ ） の 端 部
が 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） 内 に て 絶 縁 体 （ ３ ５ ） の 外 周 に 露 出 し た も の で あ り 、 リ ー ド 部 （ ３
４ ） の 端 部 と ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 内 面 と が 電 気 的 に 接 合 さ れ た 接 合 部 （ ３ ６ ） を 構 成 し て
な る グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、 次 の よ う な 点 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ・ ス リ ー ブ （ ２ ０ ） が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と は
、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る こ と 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ・ 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 内
面 と は 、 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い る こ と 。 本 発 明 は こ れ ら の 特 徴 点 を 有 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ れ に よ れ ば 、 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に
沿 っ て 互 い に ず れ て お り 、 し か も 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の
外 面 と ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 内 面 と は 、 た が い に 隙 間 を 有 し て い る か ら 、 接 合 部 （ ３ ６ ）
は 圧 入 部 （ ２ ３ ） と は な ら ず 、 接 合 部 （ ３ ６ ） に 対 し て 圧 入 荷 重 が 加 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 （ ３ ０ ） を ス リ ー ブ （
２ ０ ） に 収 納 保 持 し 、 こ の ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 固 定 し て な る グ
ロ ー プ ラ グ に お い て 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 し た と き の 圧 入 荷 重
が 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） と ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と の 電 気 的 な 接 合 部 （ ３ ６ ） へ 加 わ る の を 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、 接 合 部 （
３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 に 対 向 す る ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 内 面 は
、 圧 入 部 （ ２ ３ ） に 位 置 す る ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 内 面 よ り も 径 方 向 の 外 側 に 向 か っ て 引
っ 込 ん だ 形 状 と な っ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お
い て 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 は 、 圧 入 部 （ ２ ３ ） に 位
置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 よ り も 径 方 向 の 内 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 と な っ て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 ４ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、 接 合 部
（ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 は 、 圧 入 部 （ ２ ３ ） に 位 置 す る ス リ ー
ブ （ ２ ０ ） の 外 面 よ り も 径 の 小 さ い 小 径 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら 請 求 項 ３ ～ 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位 置 す る ス
リ ー ブ （ ２ ０ ） の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 内 面 と が 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な る こ
と を 、 適 切 に 実 現 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 ５ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て 、 接 合 部 （
３ ６ ） は 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 他 端 （ ２ ２ ） に 位 置 し て お り 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に 位
置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 他 端 （ ２ ２ ） の 外 面 は 、 小 径 部 と し て 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一
端 （ ２ １ ） 側 か ら 他 端 （ ２ ３ ） へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 合 部 （ ３ ６ ） が ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 他 端 （ ２ ２ ） に 位 置 し 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 外 周 に
位 置 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 他 端 （ ２ ２ ） の 外 面 が 、 小 径 部 と な る 場 合 、 こ の 小 径 部 と し
て は 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） 側 か ら 他 端 （ ２ ２ ） へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部
と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） は 、 通 常 、 冷 間 鍛 造 に て 作 製 さ れ る の で 、 小 径 部 と し て 上 記 し た よ う
な テ ー パ 部 を 採 用 す れ ば 、 こ の テ ー パ 部 を 作 る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ５ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て
、 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と で は 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 方 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の
一 端 （ １ １ ） 側 へ ず れ た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て
、 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と で は 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 方 が ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の
他 端 （ １ ２ ） 側 へ ず れ た 位 置 に あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接 合 部 （ ３ ６ ） と は 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず
れ た 位 置 関 係 に あ る が 、 そ の 位 置 ず れ の 方 向 に つ い て は 、 接 合 部 （ ３ ６ ） の 方 が ハ ウ ジ ン
グ （ １ ０ ） の 一 端 （ １ １ ） 側 へ ず れ て い て も 、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 他 端 （ １ ２ ） 側 へ ず
れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ８ に 記 載 の グ ロ ー プ ラ グ に お い て
、 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る 圧 入 部 （ ２ ３ ） と 接
合 部 （ ３ ６ ） と の 距 離 が 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ れ に よ れ ば 、 圧 入 荷 重 が 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） と ス リ ー ブ （ ２ ０ ） と の 電 気 的 な 接 合 部 （
３ ６ ） へ 加 わ る の を よ り 適 切 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 で は 、 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の グ ロ
ー プ ラ グ を 製 造 す る 製 造 方 法 で あ っ て 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） を 保 持 す る ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を ハ
ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 す る と き に 、 発 熱 体 （ ３ ０ ） の う ち ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２
１ ） か ら 突 出 す る 部 分 に は 、 治 具 （ Ｋ １ ） を 接 触 さ せ な い こ と に よ り 、 当 該 突 出 す る 部 分
に 荷 重 が 印 加 さ れ な い よ う に す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 製 造 方 法 に よ れ ば 、 ス リ ー ブ （ ２ ０ ） を ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） に 圧 入 す る と き に 、 発 熱
体 （ ３ ０ ） の う ち ス リ ー ブ （ ２ ０ ） の 一 端 （ ２ １ ） か ら 突 出 す る 部 分 に 荷 重 が 印 加 さ れ な
い た め 、 当 該 突 出 す る 部 分 の 割 れ も 回 避 す る こ と が で き 、 よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関
係 を 示 す 一 例 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 各 実 施 形 態 相 互
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に お い て 、 互 い に 同 一 も し く は 均 等 で あ る 部 分 に は 、 説 明 の 簡 略 化 を 図 る べ く 、 図 中 、 同
一 符 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ の 全 体 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ
り 、 図 ２ は 、 図 １ に お け る 発 熱 体 ３ ０ の 近 傍 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。 な お 、 以 下 の
各 実 施 形 態 中 、 グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ の 各 部 に お い て 、 一 端 と は 図 中 の 下 端 、 他 端 と は 図 中 の
上 端 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ［ グ ロ ー プ ラ グ の 構 成 等 ］
　 こ の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ は 、 た と え ば 、 自 動 車 の 直 噴 式 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン に お け る 複 数
（ た と え ば ４ 気 筒 ） の エ ン ジ ン ヘ ッ ド に 形 成 さ れ た 取 付 用 の 穴 部 （ グ ロ ー ホ ー ル ） に そ れ
ぞ れ 取 り 付 け ら れ 、 エ ン ジ ン 始 動 時 に お け る 燃 料 の 着 火 お よ び 燃 焼 を 促 進 す る も の と し て
適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 エ ン ジ ン に 取 付 可 能 な 筒 状 の 部 材 で あ り 、 導 電 性 材 料 （ た と え ば 、
鉄 系 材 料 ） か ら な る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ と 他 端 １ ２ の 間 に お け る 外 周 面 に は
、 取 付 ネ ジ 部 １ ３ お よ び ネ ジ 締 め 用 の 六 角 部 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ は 、 図 示 し な い が 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ 側 を 燃 焼 室 側 に 位
置 さ せ つ つ エ ン ジ ン ヘ ッ ド の 穴 部 に 挿 入 さ れ 、 当 該 穴 部 に 形 成 さ れ た ネ ジ 部 と 取 付 ネ ジ 部
１ ３ と が 、 六 角 部 １ ４ を 介 し て ネ ジ 結 合 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ は 、 エ ン
ジ ン ヘ ッ ド に 脱 着 可 能 に 取 り 付 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 た と え ば 炭 素 鋼 等 を 用 い 、 そ の 内 面 及 び 外 面 を 冷 間 鍛 造 に よ り 加 工
形 成 し た 後 、 切 削 等 に よ っ て 取 付 ネ ジ 部 １ ３ を 形 成 す る こ と で 作 る こ と が で き る 。 ま た 、
取 付 ネ ジ 部 １ ３ の 寸 法 は 、 例 え ば 、 Ｊ Ｉ Ｓ （ 日 本 工 業 規 格 ） に 規 格 さ れ た Ｍ ８ 以 下 の 寸 法
を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 孔 に は 、 円 筒 状 の ス リ ー ブ ２ ０ が 収 納 さ れ て い る 。 こ の ス リ ー
ブ ２ ０ は 、 た と え ば ス テ ン レ ス な ど の 耐 熱 ・ 耐 食 性 合 金 等 よ り な る も の で 、 冷 間 鍛 造 等 に
よ り 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 そ の 一 端 ２ １ 側 が ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端
２ ２ 側 が ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 挿 入 さ れ て い る 。 こ こ で 、 圧 入 に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 圧 入
部 内 面 と ス リ ー ブ ２ ０ の 圧 入 部 外 面 と が 固 定 さ れ 、 ス リ ー ブ ２ ０ は ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 保 持
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の ス リ ー ブ ２ ０ の 内 孔 に は 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 製 棒 状 の 発 熱 体 ３ ０ が 収
納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 発 熱 体 ３ ０ は 、 そ の 一 端 ３ １ 側 が ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端 ３ ２
側 が ス リ ー ブ ２ ０ に 挿 入 さ れ て い る 。 こ こ で 、 挿 入 部 の ロ ウ 付 け 等 に よ り 、 発 熱 体 ３ ０ は
、 ス リ ー ブ ２ ０ に 固 定 さ れ て 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 発 熱 体 ３ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る 発 熱 部 ３ ３ が 、 絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶 縁 体 ３ ５ に
埋 設 さ れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 発 熱 体 ３ ０ は 、 Ｕ 字 状 の 発 熱 部 ３ ３ と
、 こ の 発 熱 部 ３ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 発 熱 部 ３ ３ の 通 電 を 行 う た め の リ ー ド 部 と し て の 一
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対 の リ ー ド 線 ３ ４ と を 備 え 、 こ れ ら 発 熱 部 ３ ３ お よ び リ ー ド 線 ３ ４ が 絶 縁 体 ３ ５ に 埋 設 さ
れ て な る 焼 結 体 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 発 熱 部 ３ ３ は 、 た と え ば 窒 化 珪 素 と タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド を 成 分 と し た 導 電
性 セ ラ ミ ッ ク 製 の も の で あ り 、 一 対 の リ ー ド 線 （ リ ー ド 部 ） ３ ４ は 、 た と え ば タ ン グ ス テ
ン 等 よ り な る 金 属 線 か ら な る も の で あ り 、 絶 縁 体 ３ ５ は 、 た と え ば 窒 化 珪 素 を 成 分 と し た
絶 縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 孔 の う ち ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ 側 に は 、 棒 状 の 中 軸 ４ ０
が 収 納 さ れ て い る 。 こ の 中 軸 ４ ０ は 、 た と え ば 切 削 お よ び 冷 間 鍛 造 に よ り 加 工 さ れ た 炭 素
鋼 よ り な る 部 材 で あ る 。 こ の 中 軸 ４ ０ の 一 端 ４ １ 側 に は 、 ス テ ン レ ス 等 の 導 電 性 金 属 よ り
な る キ ャ ッ プ リ ー ド ５ ０ が 嵌 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ し て 、 発 熱 体 ３ ０ の 一 方 の リ ー ド 線 ３ ４ は 、 絶 縁 体 ３ ５ か ら 露 出 し た 部 分 に て キ ャ ッ
プ リ ー ド ５ ０ に ロ ウ 付 け 等 に よ っ て 接 続 さ れ る こ と に よ り 、 中 軸 ４ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 他 方 の リ ー ド 線 ３ ４ は 、 そ の 端 部 が ス リ ー ブ ２ ０ 内 に て 絶 縁 体 ３ ５ の 外 周 に 露 出
し て お り 、 こ の 露 出 し た 端 部 に て ス リ ー ブ ２ ０ に ロ ウ 付 け 等 に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。 そ
れ に よ り 、 他 方 の リ ー ド 線 ３ ４ は 、 ス リ ー ブ ２ ０ を 介 し て ハ ウ ジ ン グ １ ０ に ア ー ス さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体 ３ ５ の 外 周 に 露 出 す る 他 方 の リ ー ド 線 （ リ ー ド 部
） ３ ４ の 端 部 と ス リ ー ブ ２ ０ の 内 面 と が 電 気 的 に 接 合 さ れ て 導 通 し て お り 、 こ の 部 分 が 接
合 部 ３ ６ と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ ２ ０ が 圧 入 に よ り 固
定 さ れ て い る 圧 入 部 ２ ３ と 上 記 接 合 部 ３ ６ と は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 す な わ ち 本 例 で
は プ ラ グ Ｇ １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 図 ３ は 、 図 ２ 中 の 接 合 部 ３ ６ の Ａ 視 拡 大 図 で あ る 。 こ こ で い う 接 合 部 ３ ６ と は
、 図 ３ 中 の 斜 線 ハ ッ チ ン グ に て 示 さ れ る 部 分 、 す な わ ち 、 他 方 の リ ー ド 線 ３ ４ の う ち ス リ
ー ブ ２ ０ と 導 通 目 的 に て 発 熱 体 ３ ０ （ つ ま り 絶 縁 体 ３ ５ ） か ら 露 出 し て い る す べ て の 領 域
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 圧 入 部 ２ ３ は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 圧 入 荷 重 が 加 わ っ た 状 態 で ハ ウ ジ ン グ １
０ と ス リ ー ブ ２ ０ と が 接 し て い る 部 位 の す べ て で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー
ブ ２ ０ の 外 面 は 、 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 よ り も 径 の 小 さ い 小 径 部 と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ れ に よ り 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 の う ち 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る 部 位 は 、 圧 入 部 ２
３ に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 よ り も 径 方 向 の 内 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ こ で 、 図 ２ に 示 さ れ る 例 で は 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と で は 、 接 合 部 ３ ６ の 方 が ハ
ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ 側 へ ず れ た 位 置 に あ り 、 接 合 部 ３ ６ は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２
に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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　 そ し て 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２ の 外 面 は 、 上 述 の よ う に
小 径 部 と な っ て い る が 、 こ こ で は 、 小 径 部 と し て 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ 側 か ら 他 端 ２
２ へ 向 か っ て 縮 径 す る テ ー パ 部 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 圧 入 部 ２ ３ と 上 記 接 合 部 ３ ６ と
は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る と と も に 、 接 合 部 ３ ６
の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と は 、 互 い に 隙 間 を 有 し た
形 状 と な っ て い る 。 こ の 構 成 は 、 本 実 施 形 態 独 自 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 中 軸 ４ ０ の 他 端 ４ ２ 側 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ か
ら 突 出 し て お り 、 こ の 突 出 部 に は 、 電 源 （ 図 示 せ ず ） と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 外 部 配 線 部 材
（ 図 示 せ ず ） が ネ ジ 結 合 さ れ る 端 子 ネ ジ 部 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ こ で 、 中 軸 ４ ０ の 他 端 ４ ２ 側 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ と の 間 に は 、 筒 状 の 絶 縁 ブ ッ シ ュ ６ ０
、 中 軸 ４ ０ の 保 持 ・ 固 定 及 び 芯 出 し を 行 う た め の 環 状 の 溶 着 ガ ラ ス ６ ２ 及 び イ ン シ ュ レ ー
タ ６ ４ と い っ た 電 気 絶 縁 性 部 材 が 介 在 し て い る 。 溶 着 ガ ラ ス ６ ２ 及 び イ ン シ ュ レ ー タ ６ ４
は 、 端 子 ネ ジ 部 ４ ３ に 設 け ら れ た ナ ッ ト ４ ４ に よ り 、 絶 縁 ブ ッ シ ュ ６ ０ を 介 し て 締 め 付 け
固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ［ グ ロ ー プ ラ グ の 製 造 方 法 ］
　 次 に 、 上 記 構 成 に 基 づ き 、 グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ の 製 造 方 法 に つ い て 具 体 的 に 述 べ る 。 発 熱
体 ３ ０ は 、 詳 し く は 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ０ ７ ５ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 ホ ッ ト
プ レ ス 等 で 成 形 し 、 さ ら に 、 研 磨 等 で 一 端 ３ １ の 球 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 キ ャ ッ プ リ ー ド ５ ０ と 発 熱 体 ３ ０ の 一 方 の リ ー ド 線 ３ ４ 間 と 、 お よ び そ れ と 同 時
に 、 発 熱 体 ３ ０ を ス リ ー ブ ２ ０ に 挿 入 し 、 挿 入 部 お よ び 他 方 の リ ー ド 線 ３ ４ と ス リ ー ブ ２
０ と を ロ ウ 付 け 固 定 す る 。 そ の 後 、 キ ャ ッ プ リ ー ド ５ ０ と 中 軸 ４ ０ と を か し め 等 に よ り 固
定 す る 。 こ う し て 、 発 熱 体 ３ ０ 、 中 軸 ４ ０ 、 ス リ ー ブ ２ ０ お よ び キ ャ ッ プ リ ー ド ５ ０ が 一
体 化 さ れ た 一 体 化 部 材 が で き あ が る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 一 体 化 部 材 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ へ 挿 入 し 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と ス リ ー ブ ２ ０ と
を 、 圧 入 に よ っ て 固 定 す る 。 こ の 一 体 化 部 材 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ と の 圧 入 に よ る 組 み 付 け に
つ い て 、 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 し て 具 体 的 に 述 べ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ４ は 、 一 体 化 部 材 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ と の 組 み 付 け 工 程 （ 圧 入 工 程 ） を 示 す 工 程 図 、 図
５ は 、 そ の 組 み 付 け に つ い て 治 具 Ｋ １ 、 Ｋ ２ を 用 い た 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 発 熱 体 ３ ０ 、 中 軸 ４ ０ 、 ス リ ー ブ ２ ０ お よ び キ ャ ッ プ リ ー ド ５ ０ が 一 体 化 さ れ た 一 体 化
部 材 （ 図 ４ （ ａ ） 参 照 ） と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ （ 図 ４ （ ｂ ） 参 照 ） と を 用 意 し 、 図 ４ （ ｃ ）
に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ 側 か ら 中 軸 ４ ０ の 他 端 ４ ２ を 挿 入 し て 、 圧
入 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 実 際 に は 、 圧 入 部 ２ ３ に お い て ス リ ー ブ ２ ０ と ハ ウ ジ ン グ １ ０ と の 間 に 潤 滑 油 等 を 介 在
さ せ た 状 態 で 圧 入 を 行 う 。 こ こ で 、 圧 入 方 向 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ 側 か ら 他 端 １ ２
側 へ 向 か う 方 向 と す る の は 、 一 体 化 部 材 が 燃 焼 圧 を 受 け て も 、 抜 け 落 ち な い よ う に す る た
め で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 一 体 化 部 材 の 圧 入 は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 治 具 Ｋ １ 、 Ｋ ２ を 用 い て 行 う 。 す な
わ ち 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ を 治 具 Ｋ ２ で 保 持 す る と と も に
、 一 体 化 部 材 に お け る ス リ ー ブ ２ ０ を 治 具 Ｋ １ に て 保 持 す る 。
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【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の と き 、 治 具 Ｋ １ に は 、 ス リ ー ブ ２ ０ が 挿 入 さ れ る 穴 Ｋ １ １ が 設 け ら れ て お り 、 こ の
穴 Ｋ １ １ に ス リ ー ブ ２ ０ が 挿 入 さ れ る と と も に 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 中 間 部 に 設 け ら れ た 段 差
２ ４ に 治 具 Ｋ １ が 当 た る よ う に す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 互 い の 治 具 Ｋ １ 、 Ｋ ２ を 近 づ け て い く こ と に よ り 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ハ ウ ジ
ン グ １ ０ の 一 端 １ １ 側 か ら 圧 入 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の と き 、 発 熱 体 ３ ０ の う ち ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 す る 部 分 は 、 治 具 Ｋ １ の
穴 Ｋ １ １ 中 に て 穴 Ｋ １ １ の 内 面 と は 非 接 触 の 状 態 に あ る 。 つ ま り 、 当 該 突 出 す る 部 分 に は
治 具 Ｋ １ を 接 触 さ せ な い こ と に よ り 、 当 該 突 出 す る 部 分 に 荷 重 が 印 加 さ れ な い よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 図 ４ （ ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 圧 入 が 完 了 す る と 、 ス リ ー ブ ２ ０ と ハ ウ ジ ン グ
１ ０ と が 圧 入 部 ２ ３ に よ っ て 固 定 さ れ 、 一 体 化 部 材 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ と が 組 み 付 け ら れ 一
体 化 す る 。 こ の 一 体 化 し た 一 体 化 部 材 お よ び ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 対 し て 、 さ ら に 、 次 の よ う
な 組 み 付 け 工 程 を 行 っ て い く 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 す な わ ち 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 絶 縁 ブ ッ シ ュ ６ ０ 、 溶 着 ガ ラ ス ６ ２ お よ び イ ン シ ュ
レ ー タ ６ ４ を 中 軸 ４ ０ の 回 り に 配 し つ つ 、 端 子 ネ ジ 部 ４ ３ に 沿 っ て ナ ッ ト ４ ４ を 締 め 付 け
る 。 な お 、 溶 着 ガ ラ ス ６ ２ は 粉 末 状 で 投 入 さ れ 、 加 熱 し て 溶 着 さ せ る 。 こ う し て 、 図 １ に
示 す グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ が で き あ が る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ は 、 上 述 し た よ う に 、 取 付 ネ ジ 部 １ ３ を 介 し て エ ン ジ ン ヘ ッ ド の
穴 部 に ネ ジ 結 合 さ れ て 取 り 付 け ら れ る 。 そ し て 、 発 熱 体 ３ ０ の 一 端 ３ １ が 、 エ ン ジ ン の 燃
焼 室 に 露 出 し た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ま た 、 グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ を エ ン ジ ン ヘ ッ ド に 取 り 付 け た 状 態 で 、 端 子 ネ ジ 部 ４ ３ に は 、
電 源 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 上 記 外 部 配 線 部 材 が 、 端 子 用 ナ ッ ト （ 図 示 せ ず ） を 締 め 付 け る
等 に よ っ て 組 み 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ お よ び エ ン ジ ン ヘ ッ ド を ア ー ス
側 と し て 、 電 源 か ら 外 部 配 線 部 材 、 中 軸 ４ ０ を 介 し て 発 熱 体 ３ ０ へ 通 電 が 可 能 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て 、 グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ に お い て は 、 発 熱 体 ３ ０ へ 通 電 す る こ と に よ り 、 発 熱 体 ３ ０
の 発 熱 部 ３ ３ が 発 熱 し 、 こ の 熱 に よ っ て 燃 焼 室 内 の 燃 料 へ の 着 火 が 行 わ れ る 。 こ う し て 、
エ ン ジ ン 始 動 時 に お け る 燃 料 の 着 火 お よ び 燃 焼 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ［ 本 実 施 形 態 の 特 徴 点 等 ］
　 と こ ろ で 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 筒 状 の ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 一 端 ２ １ 側 が ハ ウ ジ ン グ １
０ の 一 端 １ １ か ら 突 出 し た 状 態 で 他 端 ２ ２ 側 が ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 さ れ て 固 定 さ れ た 筒
状 の ス リ ー ブ ２ ０ と 、 一 端 ３ １ 側 が ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 す る と と も に 他 端 ３
２ 側 が ス リ ー ブ ２ ０ に 挿 入 さ れ た 状 態 で ス リ ー ブ ２ ０ に 保 持 さ れ 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ
ラ ミ ッ ク 製 棒 状 の 発 熱 体 ３ ０ と を 備 え 、 発 熱 体 ３ ０ は 、 導 電 性 を 有 す る 発 熱 部 ３ ３ が 、 絶
縁 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の 絶 縁 体 ３ ５ に 埋 設 さ れ る と と も に 、 発 熱 部 ３ ３ と 導 通 す る リ ー ド 部 ３
４ の 端 部 が 、 ス リ ー ブ ２ ０ 内 に て 絶 縁 体 ３ ５ の 外 周 に 露 出 し た も の で あ り 、 リ ー ド 部 ３ ４
の 端 部 と ス リ ー ブ ２ ０ の 内 面 と が 電 気 的 に 接 合 さ れ た 接 合 部 ３ ６ を 構 成 し て な る グ ロ ー プ
ラ グ Ｇ １ に お い て 、 次 の よ う な 点 を 主 た る 特 徴 と し た グ ロ ー プ ラ グ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ・ ス リ ー ブ ２ ０ が 圧 入 に よ り 固 定 さ れ て い る 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と は 、 ハ ウ ジ ン グ
１ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ る こ と 。
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【 ０ ０ ８ １ 】
　 ・ 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と は 、 互 い
に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い る こ と 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ の よ う な 特 徴 点 を 有 す る 本 実 施 形 態 の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ に よ れ ば 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合
部 ３ ６ と は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ て お り 、 し か も 、 接 合 部 ３ ６ の
外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と は 、 た が い に 隙 間 を 有 し て
い る か ら 、 接 合 部 ３ ６ は 圧 入 部 ２ ３ と は な ら ず 、 接 合 部 ３ ６ に 対 し て 圧 入 荷 重 が 加 わ る こ
と は な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 よ っ て 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 通 電 に よ り 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 ３ ０ を ス リ ー ブ ２
０ に 収 納 し 、 こ の ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 固 定 し て な る グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ に
お い て 、 ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 し た と き の 圧 入 荷 重 が 、 発 熱 体 ３ ０ と ス リ
ー ブ ２ ０ と の 電 気 的 な 接 合 部 ３ ６ へ 加 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 接 合 部 ３ ６ が ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２
に 位 置 し 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２ の 外 面 が 、 小 径 部 と な る
場 合 に お い て 、 こ の 小 径 部 と し て 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ 側 か ら 他 端 ２ ２ へ 向 か っ て 縮
径 す る テ ー パ 部 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 上 述 し た よ う に 、 通 常 、 冷 間 鍛 造 に て 作 製 さ れ る の で 、 小 径 部 を 上 記
し た よ う な テ ー パ 部 と す れ ば 、 こ の テ ー パ 部 を 作 る こ と が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ こ で 、 ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 し た と き の 圧 入 荷 重 と し て は 、 た と え ば
２ ｋ Ｎ ～ １ ０ ｋ Ｎ 程 度 と す る こ と が で き る 。 こ の 圧 入 荷 重 の 範 囲 は 、 本 発 明 者 ら が 行 っ た
検 討 結 果 に 基 づ く も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ と し て 、 上 記 図 ２ に 示 さ れ る よ う な テ ー パ 部 を ス リ ー ブ
２ ０ に 形 成 し た も の を 用 い 、 比 較 例 と し て 、 上 記 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う な グ ロ ー プ ラ グ 、
す な わ ち 、 上 記 テ ー パ 部 を 持 た ず に 接 合 部 ３ ６ が 圧 入 部 ２ ３ と な っ て い る グ ロ ー プ ラ グ を
用 い た 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ お よ び 上 記 比 較 例 の グ ロ ー プ ラ グ に つ い て 圧 入
荷 重 を １ ｋ Ｎ ～ １ ２ ｋ Ｎ ま で 代 え た も の を 作 製 し 、 こ れ ら 作 製 さ れ た 各 グ ロ ー プ ラ グ に つ
い て 、 実 車 の 運 転 時 に 相 当 す る 振 動 を 与 え る 信 頼 性 試 験 を 行 い 、 接 合 部 ３ ６ の 割 れ の 有 無
等 に つ い て 調 査 し た 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 示 さ れ る 表 １ は そ の 調 査 結 果 を 示 す も の で あ る 。 な お 、 表 １ 中 、 ス リ ー ブ テ ー パ 形
状 の 項 に つ い て 、 「 無 」 は 上 記 比 較 例 の グ ロ ー プ ラ グ で あ り 、 「 有 」 は 本 実 施 形 態 の グ ロ
ー プ ラ グ Ｇ １ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ の 表 １ に 示 さ れ る 結 果 か ら 、 圧 入 荷 重 を ２ ｋ Ｎ ～ １ ０ ｋ Ｎ と し た 場 合 、 比 較 例 の グ ロ
ー プ ラ グ で は 接 合 部 ３ ６ の 割 れ が 発 生 す る の に 対 し 、 本 実 施 形 態 の グ ロ ー プ ラ グ Ｇ １ で は
接 合 部 ３ ６ で の 割 れ が 発 生 せ ず 、 上 記 し た 本 実 施 形 態 の 効 果 が 適 切 に 発 揮 さ れ る こ と が わ
か る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 圧 入 荷 重 が １ ｋ Ｎ の 場 合 、 本 実 施 形 態 お よ び 比 較 例 と も に 、 圧 入 荷 重 が 小 さ す ぎ
て 接 合 部 ３ ６ の 割 れ は 発 生 し な い が 、 試 験 中 に ヒ ー タ 抜 け 、 す な わ ち 上 記 一 体 化 部 材 が ハ
ウ ジ ン グ １ ０ か ら 抜 け て し ま う と い う 不 具 合 が 生 じ た 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 一 方 、 圧 入 荷 重 が １ ２ ｋ Ｎ の 場 合 、 本 実 施 形 態 お よ び 比 較 例 と も に 、 圧 入 荷 重 が 大 き す
ぎ て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 割 れ が 生 じ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 圧 入 荷 重 と し て は 、 限 定 す る
も の で は な い が 、 一 例 と し て ２ ｋ Ｎ ～ １ ０ ｋ Ｎ 程 度 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 記 し た グ ロ ー プ ラ グ の 製 造 方 法 に お い て 、 発 熱 体 ３ ０ を
保 持 す る ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 す る と き に 、 発 熱 体 ３ ０ の う ち ス リ ー ブ ２
０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 す る 部 分 に は 、 治 具 Ｋ １ を 接 触 さ せ な い こ と に よ り 、 当 該 突 出 す る
部 分 に 荷 重 が 印 加 さ れ な い よ う に す る こ と を 特 徴 と す る グ ロ ー プ ラ グ の 製 造 方 法 が 提 供 さ
れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 本 製 造 方 法 に よ れ ば 、 ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 す る と き に 、 発 熱 体 ３ ０ の
う ち ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 す る 部 分 に 荷 重 が 印 加 さ れ な い た め 、 当 該 突 出 す る
部 分 の 割 れ も 回 避 す る こ と が で き 、 よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 上 記 図 ５ に は 、 治 具 を 用 い た 一 体 化 部 材 の ハ ウ ジ ン グ １ ０ へ の 圧 入 方 法 の 一 例 を 示 し た
が 、 こ こ で 、 上 記 図 ５ 以 外 の 他 の 例 に つ い て も 、 図 ６ 、 図 ７ に 示 し て お く 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
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　 上 記 図 ５ で は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 中 間 部 に 設 け ら れ た 段 差 ２ ４ に 治 具 Ｋ １ が 当 た る よ う に
し て い た が 、 図 ６ に 示 さ れ る 例 で は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 中 間 部 に 段 差 が な い 場 合 を 示 す も の
で あ り 、 こ の 場 合 、 治 具 Ｋ １ は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ に て ス リ ー ブ ２ ０ を 支 持 す る よ
う に し て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 上 記 図 ５ 、 図 ６ で は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 圧 入 方 向 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ 側 か
ら 他 端 １ ２ 側 へ 向 か う 方 向 と し て い た が 、 必 要 に 応 じ て 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 圧 入 方 向 を ハ ウ
ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ 側 か ら 一 端 １ １ 側 へ 向 か う 方 向 と し て も よ い 。 図 ７ は 、 こ の 場 合 を
示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 ７ に 示 さ れ る 例 で は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ を 治 具 Ｋ １ に て 支 持 し 、
一 体 化 部 材 に お け る 中 軸 ４ ０ の 他 端 ４ ２ を 治 具 Ｋ ２ に よ り 支 持 し た 状 態 で 、 互 い の 治 具 Ｋ
１ 、 Ｋ ２ を 近 づ け て い く こ と に よ り 、 ス リ ー ブ ２ ０ が ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ 側 か ら 圧
入 さ れ て い く 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 な お 、 こ れ ら 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 さ れ る 例 に お い て も 、 ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０
に 圧 入 す る と き に 、 発 熱 体 ３ ０ の う ち ス リ ー ブ ２ ０ の 一 端 ２ １ か ら 突 出 す る 部 分 に は 、 治
具 Ｋ １ を 接 触 さ せ な い こ と に よ り 、 当 該 突 出 す る 部 分 に 荷 重 が 印 加 さ れ な い よ う に す る こ
と は 、 同 図 に 示 さ れ る よ う に 、 明 ら か で あ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ８ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示
す 概 略 断 面 図 で あ り 、 図 ８ に お い て （ ｃ ） は （ ｂ ） 中 の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ
る 。 こ こ で は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 相 違 す る と こ ろ を 中 心 に 述 べ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 接 合 部 ３ ６ が ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２
に 位 置 し 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２ の 外 面 が 小 径 部 と な る 場
合 に お い て 、 小 径 部 と し て 上 記 テ ー パ 部 を 採 用 し て い た が 、 こ の よ う な テ ー パ 部 以 外 に も
、 一 様 な 径 を 持 っ た 小 径 部 と し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ８ （ ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２ の 全 体 が 小 径 部 と
な っ て い て も よ い し 、 図 ８ （ ｂ ） お よ び （ ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２
２ 側 の 部 位 の う ち 接 合 部 ３ ６ に 対 応 す る 部 位 の 全 周 の み が 、 実 質 的 に 小 径 部 と な っ て い て
も よ い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て の グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ
り 、 図 ９ に お い て （ ｂ ） は （ ａ ） 中 の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ た 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 の う ち 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る 部 位 を 、 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す る
ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 よ り も 径 方 向 の 内 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 と す る た め に は 、 上 記
各 形 態 の よ う に 、 小 径 部 と し な く て も よ い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 の う ち 接 合 部 ３ ６ に 対 応 す る
部 位 の み を 、 切 削 等 に よ り カ ッ ト す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ し て 、 上 記 し た 本 実 施 形 態 の 各 例 に お い て も 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と が ハ ウ ジ ン
グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ り 、 且 つ 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す
る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と が 、 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い
る 構 成 を 適 切 に 実 現 で き る 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 に よ っ て も 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の
効 果 が 得 ら れ る 。
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【 ０ １ ０ ７ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
こ こ で は 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 相 違 す る と こ ろ を 中 心 に 述 べ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 を 、 圧 入 部 ２ ３ に
位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 よ り も 径 方 向 の 内 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 と す る こ と に
よ っ て 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と が 互
い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い る 構 成 を 適 切 に 実 現 し て い た 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 に 対 向 す る ハ ウ ジ ン
グ １ ０ の 内 面 を 、 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す る ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 よ り も 径 方 向 の 外 側 に 向 か
っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 と し て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 そ れ に よ り 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面
と が 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い る 構 成 を 適 切 に 実 現 し て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 具 体 的 に は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 、 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す
る 部 位 を 厚 肉 と し て 突 出 部 １ ５ を 構 成 し 、 接 合 部 ３ ６ に 位 置 す る 部 位 を 薄 肉 と し て い る 。
そ れ に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お い て 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す る 部 位 の 内 径 を 、 接 合 部 ３ ６ に
位 置 す る 部 位 の 内 径 よ り も 小 さ く し て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の う ち 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す る 部 位 の 内 面 を 突 出 さ せ る こ と
に よ り 、 圧 入 荷 重 に よ っ て 、 こ の 突 出 部 １ ５ が 潰 れ や す く な る 。 つ ま り 、 圧 入 時 に お い て
ハ ウ ジ ン グ １ ０ の つ ぶ し を 確 保 し や す く す る こ と が で き 、 圧 入 に よ る 固 定 が よ り 確 実 に 行
わ れ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
上 記 第 １ 実 施 形 態 と 相 違 す る と こ ろ を 中 心 に 述 べ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ １ に お い て 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面
を 薄 肉 と し て い る 。 こ の こ と は 、 上 記 し た 各 実 施 形 態 と 同 様 で あ る が 、 本 実 施 形 態 で は 、
ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 一 端 １ ０ の 薄 肉 部 に 対 向 し て 、 接 合 部 ３ ６ を 位 置 さ せ て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 そ れ に よ っ て 、 上 記 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の
外 面 に 対 向 す る ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 を 、 圧 入 部 ２ ３ に 位 置 す る ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 よ
り も 径 方 向 の 外 側 に 向 か っ て 引 っ 込 ん だ 形 状 な る 。 そ し て 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る
ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と が 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 を 、 適 切 に 実 現
し て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ こ で 、 本 例 で は 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と で は 、 接 合 部 ３ ６ の 方 が ハ ウ ジ ン グ １ ０
の 一 端 １ １ 側 へ ず れ た 位 置 に あ る 。 こ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位
置 関 係 に あ る 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と の 距 離 Ｌ 、 す な わ ち オ フ セ ッ ト 距 離 Ｌ に つ い て 調
査 し た 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ る 構 成 の グ ロ ー プ ラ グ と し て 、 圧 入 荷 重 を １ ０ ｋ Ｎ と し 、 オ フ セ ッ ト 距
離 Ｌ を 、 ０ ｍ ｍ 、 ０ ． ３ ｍ ｍ 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 、 ０ ． ７ ｍ ｍ 、 １ ｍ ｍ と 代 え た も の を 作 製 し 、
こ れ ら 作 製 さ れ た 各 グ ロ ー プ ラ グ に つ い て 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 信 頼 性 試 験 を 行 い
、 接 合 部 ３ ６ の 割 れ の 有 無 等 に つ い て 調 査 し た 。
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【 ０ １ １ ８ 】
　 次 に 示 さ れ る 表 １ は そ の 調 査 結 果 を 示 す も の で あ る 。 な お 、 各 オ フ セ ッ ト 距 離 Ｌ に つ い
て 、 ｎ 数 は ４ 本 に て 調 査 し た 。
【 ０ １ １ ９ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ の 表 ２ に 示 さ れ る 結 果 か ら 、 オ フ セ ッ ト 距 離 Ｌ が ０ ｍ ｍ の 場 合 、 す な わ ち 、 圧 入 部 ２
３ と 接 合 部 ３ ６ と が ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ て い な い 場 合 に は 、 全 数
で 接 合 部 ３ ６ の 割 れ が 発 生 し た 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 そ れ に 対 し て 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず
ら し 、 オ フ セ ッ ト 距 離 Ｌ を 設 け た 場 合 に は 、 接 合 部 ３ ６ の 割 れ が 抑 制 さ れ て い る 。 特 に 、
オ フ セ ッ ト 距 離 Ｌ が ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で あ れ ば 、 全 数 で 接 合 部 ３ ６ の 割 れ を 防 止 す る こ と が
で き て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 よ っ て 、 オ フ セ ッ ト 距 離 Ｌ は ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． ６ ｍ ｍ と す れ
ば よ り 好 ま し い 。 そ れ に よ れ ば 、 圧 入 荷 重 が 、 発 熱 体 ３ ０ と ス リ ー ブ ２ ０ と の 電 気 的 な 接
合 部 ３ ６ へ 加 わ る の を よ り 適 切 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 （ 他 の 実 施 形 態 ）
　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 主 と し て 、 ス リ ー ブ ２ ０ の ハ ウ ジ ン グ １ ０ へ の 圧 入 方 向 を ハ ウ ジ
ン グ １ ０ の 一 端 １ １ 側 か ら 他 端 １ ２ 側 へ 向 か う 方 向 と す る 場 合 に つ い て 述 べ た 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 こ こ に お い て 、 圧 入 方 向 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ 側 か ら 一 端 １ １ 側 へ 向 か う 方 向 と
す る 場 合 に つ い て 、 図 １ ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 （ ｃ ） に 、 い く つ か 例 を 挙 げ て お く 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 こ れ ら 図 １ ２ に 示 さ れ る 各 例 に お い て も 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と が ハ ウ ジ ン グ １ ０
の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ り 、 且 つ 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ
ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と が 、 互 い に 隙 間 を 有 し た 形 状 と な っ て い る 構 成
を 適 切 に 実 現 で き る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 １ ２ か ら わ か る よ う に 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 圧 入 を ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 他 端 １ ２ 側 か
ら 一 端 １ １ 側 へ 向 か う 方 向 へ 行 う 際 に 、 接 合 部 ３ ６ に 圧 入 荷 重 が 加 わ ら な い 構 成 と な っ て
い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 発 熱 体 ３ ０ に お い て 発 熱 部 ３ ３ と 導 通 す る リ ー ド 部 は 、 金 属
線 か ら な る リ ー ド 線 ３ ４ と し た が 、 リ ー ド 部 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 た と え ば
、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 リ ー ド 部 ３ ４ は 、 発 熱 部 ３ ３ と 導 通 す る 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク 材
か ら な る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ の 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク 材 か ら な る リ ー ド 部 ３ ４ は 、 た と え ば 、 発 熱 部 ３ ３ を 構 成 す る 窒
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化 珪 素 と タ ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド を 成 分 と し た 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク に 対 し て 、 窒 化 珪 素 と タ
ン グ ス テ ン カ ー バ イ ド の 組 成 比 を 変 更 し て 低 抵 抗 化 し た 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク 材 か ら な る も の
に で き る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 発 熱 部 ３ ３ は 、 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク 製 の も の で あ っ た が 、 発
熱 部 ３ ３ と し て は 、 た と え ば 金 属 線 を 用 い た も の で あ っ て も よ い 。 要 す る に 、 発 熱 部 ３ ３
は 、 導 電 性 を 有 す る も の で あ っ て 通 電 に よ り 発 熱 し 、 グ ロ ー プ ラ グ と し て の 機 能 を 発 揮 さ
せ る も の で あ れ ば 、 か ま わ な い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ ２ ０ は 、 全 体 が 同 一 材 料 か ら な る も の で あ っ た が 、
２ 種 以 上 の 異 な る 材 料 か ら な る も の で あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 た と え ば 、 図 １ ４ に 示 さ れ る 例 で は 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 他 端 ２ ２ 側 の 小 径 部 を 別 材 質 の 部
材 ２ ０ ａ に よ っ て 構 成 し て い る 。 具 体 的 に は 、 こ の 部 材 ２ ０ ａ と ス リ ー ブ ２ ０ の 残 部 と が
異 種 金 属 に よ り 構 成 さ れ 、 両 者 が 溶 接 等 に よ り 一 体 化 さ れ て ス リ ー ブ ２ ０ を 構 成 す る よ う
に で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿
っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 に あ り 、 且 つ 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外
面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 面 と は 互 い に 隙 間 を 有 し て い た 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 こ こ に お い て 、 接 合 部 ３ ６ の 外 周 に 位 置 す る ス リ ー ブ ２ ０ の 外 面 と ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内
面 と は 互 い に 隙 間 を 有 し て い な く て も よ く 、 互 い に 接 し て い て も よ い 。 た だ し 、 そ の 接 し
方 は 、 あ く ま で も 圧 入 の 状 態 で は な く 、 軽 く 接 す る 程 度 で あ り 、 こ の 接 す る 部 分 が 圧 入 部
と な る わ け で は な い 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 こ の こ と か ら 、 通 電 発 熱 す る セ ラ ミ ッ ク 発 熱 体 ３ ０ を ス リ ー ブ ２ ０ に 収 納 保 持 し 、 こ の
ス リ ー ブ ２ ０ を ハ ウ ジ ン グ １ ０ に 圧 入 固 定 し て な り 、 発 熱 体 ３ ０ か ら 露 出 す る リ ー ド 線 ３
４ が ス リ ー ブ ２ ０ の 内 面 と 電 気 的 に 接 合 さ れ て 接 合 部 ２ ３ を 構 成 し て い る グ ロ ー プ ラ グ に
お い て 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と を 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸 方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位
置 関 係 に あ る も の と す れ ば 、 ス リ ー ブ ２ ０ の 圧 入 荷 重 が 、 発 熱 体 ３ ０ と ス リ ー ブ ２ ０ と の
電 気 的 な 接 合 部 ３ ６ へ 加 わ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 以 上 述 べ て き た よ う に 、 本 発 明 は 、 圧 入 部 ２ ３ と 接 合 部 ３ ６ と を 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 軸
方 向 に 沿 っ て 互 い に ず れ た 位 置 関 係 と し た こ と を 要 部 と す る も の で あ り 、 他 の 部 分 に つ い
て は 適 宜 設 計 変 更 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 全 体 構 成 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る 発 熱 体 の 近 傍 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ 中 の 接 合 部 の Ａ 視 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 一 体 化 部 材 と ハ ウ ジ ン グ と の 圧 入 に よ る 組 み 付 け 工 程 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ る 組 み 付 け 工 程 に つ い て 治 具 を 用 い た 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 さ れ る 組 み 付 け 工 程 に つ い て 治 具 を 用 い た 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 さ れ る 組 み 付 け 工 程 に つ い て 治 具 を 用 い た も う ひ と つ の 他 の 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 と し て の グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ２ 】 圧 入 方 向 を ハ ウ ジ ン グ の 他 端 側 か ら 一 端 側 へ 向 か う 方 向 と す る 場 合 に 対 応 し た
種 々 の グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 リ ー ド 部 と し て 導 電 性 セ ラ ミ ッ ク 材 を 用 い た グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示 す 概 略 断
面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 ス リ ー ブ を ２ 種 以 上 の 異 な る 材 料 か ら な る も の と し た グ ロ ー プ ラ グ の 要 部 を 示
す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の グ ロ ー プ ラ グ に お け る 要 部 の 一 般 的 な 縦 断 面 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ
る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ６ 】
　 １ ０ … ハ ウ ジ ン グ 、 １ １ … ハ ウ ジ ン グ の 一 端 、 １ ２ … ハ ウ ジ ン グ の 他 端 、
　 ２ ０ … ス リ ー ブ 、 ２ １ … ス リ ー ブ の 一 端 、 ２ ２ … ス リ ー ブ の 他 端 、 ２ ３ … 圧 入 部 、
　 ３ ０ … 発 熱 体 、 ３ １ … 発 熱 体 の 一 端 、 ３ ２ … 発 熱 体 の 他 端 、 ３ ３ … 発 熱 部 、
　 ３ ４ … リ ー ド 部 と し て の リ ー ド 線 、 ３ ５ … 絶 縁 体 、 ３ ６ … 接 合 部 、 Ｋ １ … 治 具 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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